The Lepidopterological Society of Japan 





Vol. XIII, Pt. 4, 1962 


ング < と 7 (i tf Ga 


(CTransactions of the Lepidopterological Society of Japan) 





ギフ チョ ウ と ヒメ ギフ チョ ウ の 種 問 雑種 
伊 藤 建 夫 P・ 吉 崎 和 幸 ? 


Interspecific hybrids between Luehdorfia japonica and L. puziloi 


By Tarrgo Iro and KAzuyukr YosHizAki 


蝶 の 種 間 の 交尾 は 研究 室 に お いて は 種々 の 方 法 に よっ て 得 ら れ , 野外 に お いて も まれ に 報告 され て いる . 筆者 
等 は 野外 に お いて ヒメ ギフ チョ ウツ Luehdorfia puziloi inezpecta SgsLjuzHko の 8 に よっ て つく られ た と 推定 さ 
れる 受胎 杜 を つけ た ギフ チョ ウッ . japonica LEEcl の @ を 採集 し , この ゃ より 得 ら れ た 卵 か ら ギ フチ ョ ウ と ヒ 
メ ギ フ チョ ウ の 間 の 雑種 と 思わ れる 蝶 を 得る と と に 成功 し た の で , こと に その 詳細 を 報告 する . 


採 集 
筆者 等 が 1961 年 5 月 7 日 。 長野 県 北 安 時 郡 北 小 谷 村 大 網 附 近 で と メ ギ フ チョ ツウ 4 8 8 ギフ チョ ウッ 18 と 共に 採 
集 し た ギフ チョ ウ 1 ゞ (吉崎 採集 ) は , ヒメ ギフ チョ ウ の も の と 思わ れる 黄 褐 色 の 受胎 装 を つけ て いた (ギフ チ 
ョ ウツ の 受胎 桂 は 黒色 ), 





飼育 と 結果 

上 記 の \ を 採集 地産 の ウツ スバ サイ シン Asarum Szeboldii Mro. と 宝塚 市 武田 尾 産 の ダニ バ サ イ シン Hketerotropa 
takaoi var. hisauchii (ヒメ カン ブ オ イ の 一 変種 ) に 強制 産卵 させ 85 卵 を 得 た . ふ化 率 は 高く , ご どく 少数 の 未 ふ 
化 卵 が あっ た の み で あっ た . 食 草 は ウス パサ イシ ン が 入手 出来 な か っ た の で , ゼニ バ サ イ シン の み で 飼 育 し た 
が , 普通 の ギフ チョ ツウ の 場合 と 同様 に よく 成長 し , 半数 以上 が 終 令 に 達し た . 終 令 幼 虫 は ヒメ ギフ チョ ウ の よう 
に 気 門 部 が 黄色 を 呈し , 同時 に 飼育 し た ギフ チョ ツウ 幼虫 より 小形 で あっ た . 大 部 分 が 前 開 に な っ た が , 糸 の か け 
方 が 不 完全 な も の が ふく まれ て いた . 完全 に 化 し た も の は 糸 を か け 得 な か っ た も の も ふく め て 28 頭 で 。 その他 
に 7 頭 の 体 の 一 部 が 腕 度 し 得 な か っ た 等 の 原因 に よる 不 完全 な 踊 が 得 ら れ (と の 7 頭 は 間もなく 全部 死亡 ), 他 
の も の は 前 虹 で 死亡 し た . 蔵 の 越 夏 越冬 は 屋外 の 植木 鉢 中 で 行わ せ た が , 1962 年 2 月 まで に 5 頭 死 亡 し , 23 頭 が 
無事 越冬 し た . 

成虫 は 3 月 16 日 か ら 月 末 に か け て 羽化 し , 合計 4 8 8109 e@ を 得 た 。 う ち 3 @ @ は 交 が の び ず , 28819 は 
不 完全 で あっ た が , 他 の 個体 は すべ て 完全 に 羽化 し た . な お 3 月 19 日 に 染色 体 の 研究 用 に 関西 学院 大 学 前 木 孝 道 
先生 に 6 帳 を 持参 し た が , うち 1 8 が 羽化 し (上 記 の 4 8 8 中 に ふく め ら れ て いる ), 1 個体 は 幅 期 に 処理 し 4 個 
体 は 上 峠 期中 に 死亡 し た と の た より が あっ た . 

白水 隆博 士 (1959) に よる ヒメ ギフ チョ ュ ョ ウ と ギフ チョ ウッ の 成虫 の 相違 を 基準 と し て , これ ら の 成虫 の 特徴 を 記 
す と 次 の 如く で ある , 

1) ヒメ ギフ チョ ウ は ギフ チョ ツウ に 比 し て 一 般 に 小形 で 黄色 部 が 広く 感 ぜ られ る が , 羽化 個体 3 は ヒメ ギフ 




















1) 神戸 市 東灘 区 住吉 町 観音 林 1875 の 1 
2) 兵庫 県 芦屋 市 三条 南町 68 
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Fig.1 種 間 雑 種 8 
Fig.2 種 間 雑 種 * 
Fig. 3 坪 蝶 


チョウ より る 小形 (前 贅 長 平均 2.73cm 一 3 個体 一 最大 2.9cm, 最小 2.6cm) @ も ヒメ ギフ チョ ウ よ りや や 小形 

(前 次 長平 均 2.79cm 一 7 個体 一 最大 3.2cm, 最小 2.5cm) で , 黄色 部 は 9 8 共に 広い . 

2) ギフ チョ ウ は 前 頑 亜 外縁 黄 条 が その 先端 部 に お いて 強く 屈曲 し て いる が , ヒメ ギフ チョ ウ は わずか に 大 
曲 し て いる . 羽化 個体 は 先端 部 が わずか に 屈曲 し て 居り , その 程度 に 変異 か み ら れ る が , いずれ ゃ 両親 の 中 間 で 
あり , 両親 の 一 方 と 区 別 出来 な い 個体 は 存在 し な い ・ 

3) 後 交 亜 外縁 黒 帯 と 外縁 の 間 に 現 われ る 玉 紋 は ヒメ ギフ チョ ウ で は 地 人 色 と 同 じ 黄 色 で , ギフ チョ ウ で は 赤 褐 
色 を お び た 樽 色 で ある . 羽化 個体 で は この 部 分 の 地 色 は 黄色 で ある が , 中 央 部 に 椅 色 斑 が あら われ る . この 挫 色 
班 の 色 は @ が 8 より 濃く 又 大 きい . 楼 色 葉 の 全く 存在 し な い 個 体 は み ら れ な か っ た が , 2 9 @ で は 地 人 色 の 黄色 が 
殆 ん ど み と め ら れ な いま で に 村 色 班 が ひろ が り , 色 も 鮮明 で あっ た ・ 

4) ヒメ ギフ チョ ッ は 後 凌 亜 外縁 黒 帯 の 内 側 に 赤色 鱗 を あら わす が , ギフ チョ ウ で は あら われ な い ・ 羽化 個体 
の うち 1 8 の 赤色 鱗 は 極め て 不鮮明 で ある が , 他 の 個体 で は 鮮明 に あら われ , * で は むし ろ ヒ メ ギ フ チョ ウ よ り 
鮮明 で ある . 
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一 部 の 蝶 を 生か し て お いて 次 代 を 得 よ うと し た が , 交配 の チャ ンス を 得る に 至ら な か っ た 。 


考察 

ヒメ ギフ チョ ウ と ギフ チョ ツウ の 受胎 杜 の 色 は 夫々 黄 褐 色 と 黒色 で あり 全く 異 っ て いる か ら , 黄 褐 色 の 受胎 栓 を 
つけ た ギフ チョ ウ は ヒメ ギフ チョ ウ と 変 尾 し た も の と 断定 し て さしつかえ な いと 思わ れる . し か も この 黄 褐 色 の 
受胎 装 を つけ た ギフ チョ ウ の 子孫 が 幼虫 と 成虫 に お いて , は っ きり し た ヒメ ギフ チョ ウッ の 特徴 を 多く あら わし た 
と と は , 野外 に お ける 雑 交 の 確実 な 証拠 で ある . 更に これ ら の 特徴 は か つて 故 平山 修 次 郎 氏 (平山 , 1988) に よ 
っ て 研究 室 で 得 ら れ た ヒメ ギフ チョ ウ 8 と ギフ チョ ウ ? の 間 の 雑種 の 1 @ 1 る 8 と も ほぼ 同様 で ある . 卵 の ふ化 率 
は 非常 に 高かっ た が , 他 の アゲ ハチ ョ ツウ 科 の 種 間 交配 に よっ て も 知ら れ て いる よう に , 近 縁 の 種 の 間 で は 卵 の ふ 
化 率 が 非常 に 高い こと が 知ら れ て いる の で て ( 阿 江 ・1962 う , ヒメ ギフ チョ ウ と ギフ チョ ウ の よう な 近 縁 の 種 の 間 
で は 十分 あり 得る こと で ある . 普通 種 間 変 配 に お いて 性 比 に 異常 が が 生じ る 場合 は , 性 染色 体 の 構成 が へ テロ の 性 
が 少な く な る (Harpang の 法則 ). 蝶 は ゃ が へ ヘ へ テ で 従っ て 『 が 少な く あ ぁ あらわ れる が , 筆者 等 の 得 た 結果 は ゃ の 
方 が 多く あら われ た . 羽化 個体 数 が 必ず し ゃ 十分 と は 言え な い が , 今後 考慮 を 要する 問題 で ある . 飼育 に ツウ スバ 
サイ シン を 用 いる こと が 出来 な か っ た の で , 採集 地 附 近 で 雑種 が 発生 し て いる か どう か を 論じ る 材料 は 不足 で あ 
る が , 他 の 混 棲 地 で カン アオ イ 類 の 存在 が 知ら れ て いる か ら , 自然 界 で 雑種 が 発生 する 可能 性 は 十分 ある と 思わ 
れる 。 
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要 約 
1) 長野 県 で 1961 年 に に スギ フチ ョ ウ の ゃ も の と 思わ れる 黄 褐 色 の 受胎 本 を も っ た ギフ チョ ウ 19@ を 採集 し た . 
2) 上 記 1 より 85 卵 を 得 , ゼニ バ サ イ シン を 食 草 と し て 28 晴 を 得 た ・ 
3) うち 23 頭 が 無事 越冬 し , 4 8 8109 @ が 羽化 し た . 
4) 上 記 の 終 令 幼虫 に は ヒメ ギフ チョ ッ の 特徴 が み ら れ , 蝶 は ギフ チョ ウ と ヒメ ギフ チョ ウ の ほぼ 中 間 と な っ た . 





後 記 

この 報 告 を 書く に あたっ て 南山 大 学 , 阿 江 茂 助教 授 の 御 援 助 を いた だ いた . 写真 は 若林 守男 氏 に お 願い し , カ 
ン ア オイ の 同定 は , 大 阪 市 立 自 然 科学 博物 館 の 瀬戸 剛 先 生 に お 願い し た . ここ と に 附 記し て 感謝 の 意 を 表す る 次 第 
で ある . 
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Summary 

A female, Luehdorfia japonica, which had yellowish brown sphragis, was collected at Nagano- 
pref. Japan in May, 1961. It is pressumed that this sphragis was formed by a male of L. puxziloi, 
because a sphragis of 7g ヵ ozzcg is black and that of pusziloi is yellowish brown. Eighty five eggs were 
obtained from this female and most of the eggs hatched. Larvae were reared on Heterotropa takaoi 
and 28 pupae were obtained. Yellow spots appeared on mature larvae as in L. puziloi. Four male 
and 10 female butterHies emerged in March, 1962. These butterfies show the intermediate expressions 
concerning 4 major differences between japonica and puziloi. herefore, it is certain that these 


butterfies are F」 hybrids between the two species。 
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